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中国の荘子の言葉で、

* 光を永遠にたやさない

* 良い習慣・技術・品質・芸飩等をいつまでも保存する

* くめどもつきず

* 法灯を永久に消さない

等、有意義な意味をもちます。
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記念号刊行によせて

財団法人覚巻会

狸事長武田恒夫

このたび、「繊維染色研究所」論文集『傑光』は、創刊から数えて、第20号を

発行いたすことになりました。ここに皆様のお手元にお届けできますことは、我

われ一同の大きな歓ひてございます。

財団法人「覚誉会」は、「繊維染色に関する学術研究に寄与し、淳風美俗の育

成に貞献する」という二つの目的をかかげて昭和10年に創設されました。自然条

件に恵まれた京都・衣笠山の麓に当財団か運営する青少年の家「キャンピング指

月林」か、日々さまざまな活動を行っておりますか、その一角に「繊維染色研究

所」も所在しております。

当研究所は、広くは繊維染色全般を対象にしながら、創設者矢代「兵術翁の自

然への深い思いを継承することで、草木染めをメインテーマに研究を続けており

ます。そうしたなか、論文集『保光』は当研究所の一年間の成果を毎年まとめ、

広く社会に発表してまいりました。ここから、「アントシアニン色素を含む染料

溶液及びそれを用いた染色ガ法」や「インジルビンの製造方法」など、さまざま

な発明か生れてきました。

関係各方面からのこ指導と期待に応えてきた当研究所の発展は、瓶代所長や先

輩研究員、並ひに麓現所長と研究所員、スタッフ各位のたゆみない精励によるも

のであります。当研究所を温かくご支援くたさった皆様に対し、改めて厚くお礼

を申し上けます。

今まさに、環境の時代といわれております。私たち H 本人は自然に育まれたこ

とで、環境に優しい繊維と染色を遠い祖先から連綿と受継いでまいりました。先

人の叡知に思いを致し、当研究所の成果か、新たな天然染料の開発と利用に貢献

できますよう念願し、引き続き、 I日に倍して努力する決意であります。

今後とも当財団「繊維染色研究所」に対しまして、益々のご支援、こ鞭撻を賜

りますよう、心からお願い申し上げる次第であります。

2009年 3 月
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産地の異なる紫根各種とアルカンナ根の色素および染色性の比較

麓泉

1. はじめに

日本産と中 1叶庄のそれぞれ人手経路の異なる複数の紫根と、細胞培養によるムラサ

キカルス、およひヨーロッパで用いられてきたムラサキ科の植物アルカンナの恨など

も併せて、色素贔や染色性を比校したところ、興味ある結果が得られたので報白する。

2. 試料

紫根を生産するムラサキ (Lithospermum erithrorhizon S. et Z) は、本邦ではほ

とんど野生を見なくなり、栽培も困難な植物とされている。

今回の実験に使用した紫根は、次の試料Aから始まる F までの 8 種類と、試料 G の

ムラサキカルス、および試料Hのアルカンナである。

① 北方域栽培品

北洵道当別町において栽培された二年生紫根••…•試料A

② 北方域由来品

北梅道名寄市において栽培されたムラサキの種＋から著者が自家栽培で得た一

年生の紫板……試料 B

③ 自家栽培品

著者は20年以いこわたり、自宅で和ムラサキの栽培を続けており、多但代に亘っ

て育生してきた株のうちの 2 年生となった紫根。（原柿は覚管会の染料植物園で

栽培されていた和ムラサキ）……試料c

③ 野牛品

福岡県平尾台に目生していた天然の和ムラサキの紫根（環境省から学術用に採

取許可されたものの一部）……試料D

④ 野生種□．批晶

前記、平尾台に自生していた天然ムラサキの種子を発芽させて自家養育をした

-1|:H の紫根。 (4 粒の種子を播種し、二年後に 2 粒か発芽した。そのうちの一

株から採取）……試料D2
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⑤ 大陸野生品

中国産で、野生の硬紫根と称せられるもの二品（薬種店、染料店等から入手）……

試料 E 、 E 2 

⑥ 大陸栽培品

中国で栽培されたと称せられる硬紫根（染料店から入手）……試料 F

⑥ 細胞培養品

旧、三井石油化学工業生物工学研究所において、細胞培養技術により生産され

た顆粒状のムラサキカルス（和ムラサキ由来）……試料G

⑦ アルカンナ

東アジアのムラサキと同属異種で、ヨーロッパ原産であり、西欧では 2 世紀頃

から化粧品や染料に使用されていたというアルカンナ [Alkanna tinctoria (L.) 

Tausch] の根。南フランス産の野生品……試料 H

"2008染料・薬用植物フォーラムin 北海道”の会場にて、フランスから来日

したドミニク・カルドン博士から、著者が供与を受けたもの。

次に、紫根の外見を写真 1 に示す

写真 1 乾燥した紫根
左：自家栽培品 C 中：大陸栽培品 F 右：大陸野生品 E

写真 l でもうかがい知れるように、一般に硬紫根とよばれるこれらの紫根の内層は

色素層が無くて木質である。
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それに対して、アルカンナの乾燥した根は、表屑、内層共に色か同じで、内層に木

質部がなく、手に取るとぼろぽろと崩れて脆い。因みに、大陸から輸入されて軟紫根

（新彊紫草）と称せられているものの乾燥根も、同じように内外層共に同質て脆い。

3. 試料中の色素分析

まず、 アセチルシコニンの純品 (IB、三井石油化学工業生物工学研究所提供）を工

タノールにとかして、 60mg/ Qの溶液とし、その 1 ~2 mfに、 2.5%Na0H 溶液10mt

を加え、約 1 分間振り混ぜた後、島津紫外可視分光光度計 UV-1700にて光路長10

mm のセルを用い、吸収スペクトルを測定すると、最大吸収波長か617.5nm であっ

た。図 1 に、画面コピープリンター DPU-414を用いて記録した吸収スペクトルを示

す。
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図 l NaOH 溶液中におけるアセチルシコニンの吸収スペクトル

次に、適宜に濃度を変えることによって吸光度／濃度の検量線を作成し、色素分析

に備えた。

試料の根は、乾燥したものを適度に破砕してエタノールに二昼夜以上浸潰し、抽出

した色素溶液を、適当な濃度＊に至るまでエタノールで薄め、その 1 ~2 m£ に、 2.5%

NaOH 溶液10mtを加え、上記と同じ手法で617.5nm における吸光度を測定した。

（＊適当な濃度とは、 NaOH 液を加えた際の617.5nm の吸光度が、検量線の範囲内と

なる濃度）

表 l には、各試料についてアセチルシコニンに換算した色素量を示す。

なお、試料H の主要色索はアルカニン系色素であるが、後述するようにシコニンや
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アセチルシコニンと同様な吸収スペクトル波形をホすので、紫根と同じ分析方法によ

りアルカニン系色索星と仮定して算出した＊。

表 l 紫恨試利中のシコニン系色素量分析値

試料A （北方域栽培品）

（アセチルシコニン換算％）

0.42 

B （北方域由来品） 0.36 

C （自家栽培品） 0.55 

D （野生品） 6.91 

D 2 （野生秤二世品） 4.78 

E （火陸野生品） 0.30 

E 2 （火陸野生品） 2.34 

F （大陸栽培品） 0.06 

G （細胞培養品） 4.23 

H （アルカンナ野生品） 6.82*... アセチルアルカニン

表 1 を見てわかるように、 D の野生品は、試料A 、 B 、 C なとの栽培品の約10倍以

上の色素量を示していることかわかる。 D2 の野生種二世晶（野生株の種を栽培して

得た二世の 1 年生根）は、野生品よりもやや色素含有呈が減少しているか、それでも

なお、栽培品の A 、 B 、 C に対して 10倍近くの色索が含まれていることがわかる。そ

れらの栽培品については D の野生品に比べて色素含有贔が極端に低いことから、三世、

四世と栽培を繰り返すうちに紫根中の色素含有贔か次第に減少したのかもしれない。

その原因は定かではないか、和ムラサキ以外のムラサキ科植物との交配によるのては

ないかと、栽培家の間ては言い交わされている。

なお、 D の野生品と E 2 の大陸野生品について、それぞれのエタノール抽出液の吸

収スペクトルを重ねて図 2 に示した。この図から、本邦産の野生品は、実験に用いた

大陸野生品よりも色素純度の高いことかうかがわれる。
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図 2 エタノール抽出した紫根エキスの吸収スペクトル
D ：野生品（平尾台） E 2 ：大陸野生品

4. 試料別による紫根の染色効果
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北方域栽培品

大陸野生品

大陸栽培品
細胞培養品

図 3 絹紫根染め（椿葉灰媒染による）表面色のマンセル色相
環上における位置

北方域栽培品 A、大陸野生品 E、大陸栽培品 F、細胞培養品 G のそれぞれによって

絹布を染め、その顕色性を比較するために、表面色をミノルタ色彩色差計 CM2600d

で測色し、その値をマンセル色相環上に示した（図 3) 。

なお、染色に先立つアルミ媒染には、いずれも長崎県五島列島産の椿葉灰（アルミ

-7-



ニウム分1.5%、鉄分0.02％を用いている。染色は無添加浴で、染色温度は65~70℃、

染色時間は 15分とした。

図 3 を見ると、 F の大陸栽培品による色相は他に比べて青み寄りで 5 pの範疇にあ

るので、色素成分の混合比が他の硬紫根A、 E と異なり、植物の品種が特異であるこ

とを示唆している。

ここで、純シコニンと純アセチルシコニン（いずれも旧、三井石油化学工業生物工

学研究所提供）により、明響先媒染の絹布を染め比べてみると、写真 2 に示すように、

アセチルシコニンの方が青みの紫色になった。

写真 2 左 純シコニンによる染色絹布
右純アセチルシコニンによる染色絹布

（何れも明界先媒染）

HO 0 HO ゜

HO ゜ OH 

図 4 シコニンおよびアルカニンの平

面的な化学構造式 図 5

HO ゜ 0-C-CH3 
II 

゜アセチルシコニンおよびアセチル

アルカニンの平面的な化学構造式

図 5 のアセチルシコニンは、図 4 のシコニンの側鎖にある不斉炭素（＊の位置）に

結合している -OH の H が、アセチル基 (-COCH3) と置き換わり、 (-OCOCH3) のエ

ステル結合になっている。

これらの色素が、アルミ媒染された絹のアルミニウムイオンと錯体 (6 配位 8 面体）
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を形成する場合には、次の図 6 にホすような二通りの配位結合をすることが考えられ

ている。

ここて、仮に図 6 の左のタイプを左刑配位、右のタイプを右刑甘2位と名付けておく。
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図 6 シコニンおよびアルカニン色素のアルミニウムイオンとの配位

シコニンは、左右どちらのタイプの配位も可能で、両者の割合は専ら確率に依存す

ると思われる。

しかし、図 5 のアセチルシコニンは、アルミニウムイオンと配位しようとすると、

図 6 の右咽配位で配位することができず、同図の左料配位に限定されてしまうはずで

ある。したかって、左嬰配位でアルミニウムイオンと配位した色素か、シコニンより

も青みの紫に染めるということになる。

このようにして、シコニン系色素にエステル結合を持つ色素分＋か紫根に多く含ま

れると、染めによる紫色か青みになると思われる。

図 3 の A 、 E 、 G は、いずれも lOP の範疇にあるので、シコニン系色索の成分比は

ほほ同様と考えられるが、大陸栽培品 F はそれらよりもエステル邸色索か多いと考え

られる c

なお、細胞培養品 G は、和ムラサキの細胞から培養したものてあることをメーカー

か明らかにしている。

次に示す表 2 て見るように、紫根色素には多くのエステル化したシコニン系色素が

合まれているか、それらのエステル化色索か多いと、↓げ真 2 のアセチルシコニンで染

めた色に近い色、あるいは、よりいっそう青みの紫色を染めると拷えられる。

, 



表 2 紫根エキス中のシコニン系色素組成I)

不斉炭素の OH と置換した原子団 組成比（％）

-OCOCH3 （アセチルシコニン） 26~63 

-OCOCH(CH3)2 13~32 

-OCOCH2(0H)C(CH3)2 9~21 

-OCOCH2CH(CH3)2 11~27 

-OH （シコニンおよびその他） 3~ 9 

5. 紫根とアルカンナ根の染色性の比較

写真 4 アルカンナ2)

写真 3 ムラサキ（著者栽培）

アルカンナ（別名アルカネット）の主要色素であるアルカニンの平面的な化学構造

式は、紫根の色素シコニンと全く同じである。（図 4)

そしてまた、紫根とアルカンナ根について、双方のエタノール抽出エキスの吸収ス

ペクトルをみると、図 7 で示すように同じ波形となる。
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図 7 エタノール抽出したエキスの吸収スペクトル

D: 紫根野牛品（平尾台） H: アルカンナ野生品（南フランス）

さて、図 4 の構造式における＊は、先述したように、この位置の炭素かイ5斉炭索で

あることを示していて、下方には OH 結合かあり、図では省略されているが上方に

は H 結合かある。左側に芳香環結合、右側に鎖状結合と、

た原子または原子団か罹かれているので非対称となっている。

それぞれ四方向に異なっ

このような不斉炭索か

あると、平面では表現できないか、図 8 、図 9 に不すように、互いに別の色索か二つ

存在し、立体的な異性体同士となる。

なお、これらの不斉炭索と結合している OH か、脂肪酸とエステル結合すれば、

脂肪酸の種類に伴う多種のシコニン系色素、（またはアルカニン系色索）が出来るこ

それらか紫根色素やアルカンナ根色素の成分を構成していることについととなって、

ては先述のとおりである。

HO ゜ HO ゜

HO 

図 8

゜

勿

OH H 

シコニンの構造（9 ，e 型） 図 9

HO ゜

ァルカニンの構造 (d 型）

図 8 の構造武において、鎖状部分の OH か紙面の奥、 H か手前にあるとすると、図 9 では、逆に

OH か手前に、 H か奥にある。このような物質は平面構追式か伺じても、立体的に異っていること
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になる。（偏光を当てると光波面の角度が時計方向にまがる化合物と逆時計方向に曲がる化合物と

に分かれるので、前者を右旋性 (d 型）、後者を左旋性(¢型）という。

5 - 1. 染色実験方法

乾燥したアルカンナ野生品（以下、単にアルカンナと称す）の根 3 gを 8 倍量のエ

タノールに 4 日間常温で浸漬して色素を抽出し、目の細かいステンレス製ネットで漉

して染色に用いた。

被染絹布はアルカンナ根と同量の 3 gとし、そのうち 2 gの絹布は、あらかじめ l

g/300m位の明蓉液に 1 時間浸漬して水洗することでアルミ媒染を行い、アルカンナ根

抽出液の 3 分の 2 を水で分散して200叫とし、媒染済みの絹布を入れて70℃で15分間

染色して、室温になるまで放冷後、水洗した。

残ったアルカンナ根抽出液の 3 分の 1 は、水でlOOmPに分散希釈し、未媒染の絹布

l gを入れて、酢酸酸性で70℃、 15分間染色し、室温になるまで放冷後、水洗した。

また、同じ方法により、自家栽培紫根を用いて前記同様に染色した。

5 -2. 結果および考察

染色結果の比較について。表面色を測色して図10に示した。

80 
: : 

．．．．．．．．．ャ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．j--························j
反； : 
60 lｷｷｷｷｷｷｷ-+ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷtｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ+ｷｷｷｷｷ..... 

射·······-+·····················+······················i-·······

i l l 40 l········+························ i··························、.........

：二。三_.Jr 
゜

••• 
1
2
3
4
 

700 

1 未媒染布のアルカンナ
染め

2 明巻媒染布のアルカン
ナ染め
3 未媒染布の紫根染め
4 明響媒染布の紫根染め

図10 アルカンナ根と紫根による各染色絹布表面の反射スペクトル

図 10を見ると、未媒染布に関しては 1 のアルカンナ根染めと 3 の紫根染めがほぼ平

行した反射スペクトルを示していることがわかる。

その一方、明響媒染布に対する 2 のアルカンナ根染めと 4 の紫根染めは、どちらも
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反射スペクトルの谷底（極小反射率）がほぼ同じ550nm と 600nm とにあるが、 630n

m には交点（等反射率波長）があって、アルカンナ根染めはそれから先の長波長側

において、著しく反射率を増大していることがわかる。

このことが、図11のマンセル色相環上において色相の差となって現れている。
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4

 

未媒染布のアルカンナ

根染め

明蓉媒染布のアルカン
ナ根染め

未媒染布の紫根染め

明蓉媒染布の紫根染め

図11 アルカンナ根と紫根それぞれによる染色絹布表面色の

マンセル色相環上における位置

すなわち、未媒染布の場合は、 1 のアルカンナ根染め（マンセル記号で0.3R 4.6/ 

6.8) と、 3 の紫根染め (0.lR 5.2/5.9) が共に、マンセル環の中心からの方角がほと

んど同じで、ほぽ同色相であることがわかるが、アルミニウム媒染布では、

カンナ根染め (9.5P 2.9/9.3) が色相環上では lOP の範囲内にあり、 4 の紫根染め

(7.4P 3.3/7.6) よりも赤み寄りであることがわかる。このことは非常に重要な現象で

あり、アルミニウム先媒染をすることによってアルカンナ根染めと紫根染めの表面色

に、色相としての差が生じたことを明らかにするものである。

その原因について考えると、前述したように、アルカンナ根のアルカニン系色素分

子と、紫根のシコニン系色素分子との化学構造上の違いは、光学異性のみであるから、

構造式の側鎖上の OH が、アルミニウムイオンとのキレートに関わる場合に、その

位置が互いに逆向きになっていることが上述のような発色の違いを惹きおこしている

2 のアル

のではないかと、当初は想定した。

そのような立体異性が、キレート発色に対してどのように影響するしかし、では、
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かを立体面じで証明せねばならない。

すなわち、アルカニン色素は、不斉炭素に結合する -OH の位置が、シコニン (R

型）と逆向きの d 型であるものの、アルミニウムイオンとの記位に関する立体的条件

としては、角度、距離ともに同じで、シコニンと同箸てあることに気つき、前述の想

定は否定した。

したかって、アルカンナ根色素か紫恨色素よりも赤みに染まる原因は、前述のアセ

チルシコニンとシコニンの例から推して、エステル結合色素（アセチルアルカニンな

ど）の含有昌が、紫根の場合よりも少ないためであろうと考えるに至った。

この件については、アルカンナ根中の色素の詳細な成分分析データを調べて、紫根

の成分と比較しないと確定できない面があるが、推論としての提唱は、以上の結果、

ならびに考察によって充分可能であるものと考える。

6. 結論

本邦および中国大陸の野生あるいは栽培された紫恨、および南フランスの野生アル

カンナ根の色素成分、および、それらの染色性を調べた。

結果の摘要を次に掲ける。

(1) 紫根中のシコニン系色素含有量について、野牛株からは栽培根の10倍以に野

牛株の種から栽培した紫根からは、栽培根の約10倍に近い色素量か検出され、色

素含有量に関する野生株の優位性か立証された。

(2) アルカンナ（野生）の根からは、紫根の野生種に匹敵する量のアルカニン系色

索を検出した。

(3) これら各種の紫根の染色結果と、シコニンおよひアセチルシコニンの染色結果

を照合することによって、青みに染まる紫根には、アセチルシコニンなどのエス

テル邸の結合を持つ色素量が多いものと推定した。

(4) アルカンナ根のアルカニン系色素による染色は、紫根のシコニン系色素による

染色よりも赤みに染まったか、その理由はシコニン系とアルカニン系の光学異性

によるものてはなく、アセチルアルカニンなどのエステル型の結合をもつ色索が

少ないためであると推定した。
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I 資料 I
天然色素と我々の生活との関わりについての一私見

曽根健夫

1. 緒 日

天然色素と我々の生活との関わりについて、と言うことであるか、先ず牛活と言う

ことの、基木体系は衣食住であると思われる。天然色素と仕との関わりは、色素を単

純に染料と考えると、各稀堅牢度のうえで、考慮の余地は猟いものと思われる。しか

し、天然色素と言うからには、鉱物性無機顔料も当然合まれることになるだろう。現

今でも、やや古い日本建築に、柱や格＋を、自然崩壊から防護する意味て、紅投か塗

装されている風景か見られることかある。また、場合によっては、学術や芸術に関わ

る場合もあり得るので、天然色素と住との関わりは、十分あり得るものと思われる。

衣との関わりについては、彩色は言うに及ばず、被服衛生的や、その他深い関わり

かあるものと思われる。次に食について、であるか天然色素の、人体への効用などに

ついては、植物性大然色素に限定すれば、赤、黄、緑色の果物や野菜などの、身体を

健康に｛呆つのに必要な色素か十分存在している。

柏物性天然色素の、人体への作用機構は複雑てあって、そう簡単に解明てきるもの

ではないと思われる。しかし、言えることは、犬然色素の、食物や薬剤の、芙的・彩

色の他、健康との関わりについて、薬効としての、大きい効果が存在するものと思わ

れる。

2. 本論

先ず最初は、衣との関わりについて話を進めることとする。天然色素について論じ

ようと、するからには、合成色素についても触れておくことか必要であると思ってい

る。さらに、天然色素について論ずるよりも先に、色索のみに関わらないで、大然物

（繊維）と合成物（繊維）の1i.いに相容れない性質の、かつて生じた種々の経過を、

振り返ってみる、ことか必要と思っている。

古い話であるが、第二次大戦終戦以前は言うまでもなく、それ以後、十数年間は、

家庭の主婦が、 H 々に占める大きい仕事は、家族の靴下の繕いであった。

当時では、靴下材料の原料は殆どか綿か羊毛てあって、婦人の洋装か全くと言って
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もよい程、普及していなかった時代であり、靴下に使用される絹は高価てあったこと

と、引っ張りや摩擦に弱かったごともあって、一般の靴下用として使用される、こと

は殆どなかった。戦前や戦時中、戦後十数年のことで、原料の選別や加工丁．程も、極

めて粗末なものであった、ことは言うまでもないことてあった。

ところが戦後、十数年して合成繊維ナイロンか輸入されるや、力IIT．縫製されたナイ

ロン製の靴下は、主婦から靴卜の繕いという、大きな仕事を奪い去ったのであった。

世間では、戦後強くなったのは靴下と女性であると、よく言われたものてあった。

ナイロンは絹の約80％に相当する程の怪さてあり、磨擦に対する堅牢度は、他のあら

ゆる天然及び合成繊維を寄せ付けない、抜群の優良な性能を持っていた。ナイロンは

布同士の滑りがよく、まとわりつかず、軍事用パラシュートとして用いるには、絹以

1望．の格好の優良な性能を持っていた。

この繊維は、その当時から 50数年を経過した現在でも、 一部のポリエステルや、こ

のナイロンに代わるものは存在しておらず、必要で且つ重要な繊維として有効に利用

されている。

家庭の主婦は、輸人されたナイロンの、縫製加工された靴下により、十数年間は、

靴下の繕いと言う、煩わしい仕事から開放され、その恩恵に浴していたのであった。

しかし他方、ナイロン製靴下の使用者は、汁を吸わない、咽せる等の欠陥が、気にな

りだしたのであった。このような現象に対して、天然物の綿や絹、予毛等には合成繊

維のナイロンのような、欠陥の無いことか、両者を比較使用することから、強く感じ

るように、なったのであった。

製品としては、摩擦強度の低ドによる靴下の解れを我慢の承知の上で、綿または羊

毛等吸湿性のある大然繊維を、混紡の形式で取り込むことにより、合成繊維の欠陥を

減少させたのであった。

上記のことから、結果的に（ま合成物を忌避し、天然物を志向する感宜か初めて牛ま

れたのであった。

昭和63' (1988) 当時、既に世閻では天然物志向の風潮が一般化していたことか咄

被服研究振興会の資料から読みとられるのである。

我が国でナイロンの製造が始められたのが1962年とされているので、衣服用繊維に

なるように、加工や縫製を完成するのに相当の年月か経過していたことは確かと思わ

れる。

要するに、幾らかでも生活の豊かさが、身についてくると、使用者は丈夫で補修の

手間が掛からなければ良い、と言うことに満足しなく、なったことを示し、合成物を
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忌避し、犬然物を志向する時代となったのてあっ↑こ以後、年月を梢み重ねるに従っ

て、合成物の欠陥を取り除き、長所を増大させる研究や、加［か行われたのであった。

これと同じことか、犬然物についても欠陥を取り除き、長所を培大させる研究や加丁．

か行われたのてあったJ

合成物（合成繊維）か「使用するには便利てあるか、弊害も日立ってきた」と言う、

合言葉か、近時でも良く □＾われるか、これは合成物か使い始められた初期段階ての単

なる—•般論であって、箪者は現時点ては、当てはまらないものと思っている。

合成繊維のホリエステルは、典型的な水を寄せ付けない、疎水性繊維てあって、加

丁．しないままであれは、汁か肌闘やその他の衣服に溜まり、一般衣服用として着用し

難し＼か、柾々の吸水加ー［を行うことにより、汁で衣服内か濡れ難くなり、衣服全体も

軽くなるのて、取りわけスポーツ着には都合か艮いと言われている。

また繊維の改良の研究を何年、何十年と年月を屯ねるにつれ、合成物製品や、天然

物製品に対する評価か、変わってきている、ここに注窓する必要かあると、筆者は思っ

てしヽる（）

今日の、我々の H 常牛活ては、合成物製品の使川により確かに生活は便利になったっ

例えば、合成織維のアクリル繊維は、羊毛のような虫害を受けす、［量はナイロンと

同じ位らいの軽さてあり、中低湿ての洗濯後早く乾燥するし、洗剖は羊毛川中性てな

くても、一般の木綿用洗剤て艮いなど、実牛活ての使用では、羊毛より逢かに使い易

くなった。しかし、そうかといって、使い難くなったことは殆ど見当たらなし＼のであ

る。

天然繊維は吸湿性なとは既かてあって、多くの向て良い点か多いように思われるか、

かなり多くの欠陥を有していることも事実てある。綿の比重は大きく、衣服用繊維中

最も重たい部類に属しており、汗をかけば更に重くなり、なかなか乾かないなどの、

欠陥を多く持っている。

綿100％と表承されている外衣製品ては、手洗いまたは洗濯機洗いすると、強い敏

かよっているので、そのままでは、とても外出着として着られないのである。

現今（平成20年）では綿100％と記人されていても、寝衣をも含め、多くの製品に

防徽加工か施されている、ことか確かのようである。

防徽加上の効果て、徽かより難く、乾きやすい等綿の欠陥か取り除かれ、また形態

安定加工か施されれは、アイロン掛けか不要になるような、製品も市販されているの

である。

羊毛繊維の場合ては、化学処理により繊維の鱗片を除去して、洗濯時の縮じゅう
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（フエルト化）防止が計られているものもある。

さらに羊毛が吸水、吸湿した場合、水分を容易に放散しないことが保温の面から見

ての長所であるが、反血重くなる上、さらに洗濯時に中性洗剤の退別をしなければな

らず、使用卜．大きい負担を感ずるのてある。

以上種々説明してきたが、日常生活を送る上で、合成品は多くの由で便利で都合か

よいが、弊害も目立ち、天然物製品は欠陥か見当たらないと口う考え方は、特に合成

繊維ナイロンか日常生活に参人した当時の全く初期の大凡50年以前の時代でのことと

思われる，3

その時代以後では、合成繊維や天然繊維それぞれの欠陥とされる性質の、除去に努

力した成果があってか、合成繊維は駄目であるとか、天然繊維は良いというような意

見は、あまり聞かないようになった。

我々が一応生活する上で、合成繊維と天然繊維の、具合の善し悪しを比較した結果

ては、両者間には大きい和違ぱ無いように思われる。

今度は合成繊維と天然繊維という区別から、さらに細かい区別として、人然物とし

ての色素（大然染料）に、限定して検討することとする c

色素には、種々の異なった構造の色素か存在し、植物性や動物性、さらに紅麹など

のような、微生物の領域を含むものまで存在している。

動物性天然色素として、サボテンに寄生するメキシコ原産の、貝殻虫から取り出し

たコチニールは、健康面での安全度は高く評価されているか、食物の着色料としては

何分、寄牛虫からの採取物たけに、利用者の受け取り感覚が問題になる場合がある。
さいかせん

同じ動物性色素の貝紫はアクキガイ科の貝や、ニシガイ科の貝の他恩下腺から極微量
取りだして、布上て空気酸化して色素を生成染色するのであるか、藍染めと同し過程

で、高貴な紫色が再現される。堅牢染色されるか、色素の採取量か少なく、価格も高

価であり、実用的価値が存在しない。

紅麹の場合も、所詮、徽の感覚から抜けきれないのである。

現今より数十年以前頃から、特に我が国では全般的に生活か豊かになり、合成物の

改質も進み、それに対する不満も感しなくなると、自然から得られるものを志向する、

一般的傾向か強まって来ることも確かとも言える。このような天然物志向の高まりか

ら、色素（染料）の領域ても天然色素が見直される時代と、なってきたのであった。

植物性天然色素による染色物が、合成色素による染色物に比べて、想像もつかない

程の優雅な色彩を示していることに感銘を覚えるのである。しかし、場合によると下

記に挙げたような一般的評価が指摘される場合があった I, 2) 0 
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1. 原料植物価格か比較的高価で大最生産か難しい。

2. 品質か一定てないヮ

3. 染色に多くの日数を要し、染色回数を多くしなけれは濃く染まらない。

4 ．染色方法か複雑であるっ

5. T業的に染色を実施し得る染料植物か極めて少ない。

各項日は、往時においても、省資源、省エネルギーの感覚か存在していたものと思

われる。

我か国では社会環境の大きい変化か起こり、和服着用者が激減した現今、火然色索

を用いて染色された衣服（着物）は、滅多に目にすることかなくなった。

現今から見れば、往時は天然色素を用いた染色物か生産され、各穂染色堅‘9ド度は、

種々の木灰による媒渠によっていたものと思われる。

代表的な大然染料としては紅花、歯、紫根てあった。しかし、実際には価格や染色

操作、各種染色堅牢度などの点で、多くの場合は合成染料か用いられていたものと思

われる 3

染色に用いる絹にしても、安価な海外からの輪入などかあって、我か国の養蚕業の

衰退、ほほ全誡に近くなった。しかし大島紬、黄八丈、結城紬などの伝統高級織物か

幾らか生産されていたのてあったか、現今ては殆と生産されていないものと忌われて

いた。しかし、財）Jにゆとりのある人は、超精密経緯絣の本嵐染により染色された、

世閲に殆と存仕しない染色絨物を要望することかあるらしく、取り分け結城紬は特に

高く要望され、それに応じた生産かあることを公共放送か報追したのであった。その

価格は一反一千万円以上と言われているi o 

以上の各天然植物性染料は、絹に染まりついても、一般庶民の着衣である綿には、

そのままでは、それそれの染料に応した媒染採作を行わない限り、絹四に略牢に染ま

り着かないのである。

鳶による綿の染色の始まりは、紀元前数千年の有史以前と考えられている。

種々の藍草から得られるインジゴは水には溶解しないか、発酵またはアルカリ性還

元液により還元されると、水に溶解される状態になり、常温て綿に吸収される。その

綿を天日に干すと、還元されて綿に溶解吸収していたインジゴか、空気中の酸素によ

る酸化により、水に不溶のインジコに復元される。

たたし、綿繊維中に畜梢されたインジゴと、綿繊維間には親和）Jか働かないのて、

摩擦によって容易に抜け落ちる。合成にしろ、天然にしろ、インジゴにより染色され

た染色物は、強く、数多く擦られる部分、例えは膝、肘、際、ズボンのド部などでは
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インジゴが抜け落ちて、半ば白くなっているのが良くわかる。

綿に対する植物性天然染料の染着に対して、次のような根本的な条件か付随するこ

とである。

植物性大然色素には、④や三の電氣を帯ひた種々の色素が仔在しているし、また電

気を惜びていない中性の色素も存在している。特に問題になるのは、綿分子（セルロー

ス）の形状であるし綿分子は一般に堅くて、真っ直くに、長く伸びた釦状であるとさ

れている。植物性天然色索が綿に染まり着くには、染料分壬も長く伸びた、鎖状であ

ることか、必要てあるとされている。

要するに、細長い分チ同士か密着して、束になることか必要とするのである。長い

分子同士が密着すると、両者闘に化学的や物理的結合力が生じるのである。このこと

からすれは、綿に染着する値物性天然色素は、存在しないことになる。

さて、次は柏物性天然色素と、食との関わりについて、てあるか、先ず最初は、日

に入る食物や医薬品などの、種々の物質に対する美的・杉色効果が考えられる。次い

で、黄緑野菜の、健譲卜¢の必要性が考えられる。

トマトやスイカの亦色色索には「リコピン I が含まれており、ニンシンの黄色には

「カロテン」か、ホウレンソウやヨモギの緑色には「クロロフィール」（葉緑素）が含

まれている。黄緑野菜に含まれている赤色色素のうち、/3.カロテンやリコピンはカ

ロテンと呼ばれており、クロロフィルはカロテンと共存していると言われる。種々の

ビタミン類は、牛体内の代謝や生理機能に対して作用する物質で、微量であるが栄養

素として、生体に不可欠な物質であるとされている。

ビタミン類は体内て合成できないか、できても、極僅かであるため、外部から摂取

しなければならないものてある。従って、当然ながら、それらか不足すると、必然的

に健康が保てないことになる。

上記内容の研究による健康保持法は、病気の原因になるようなことを、無くそうと

するのに対し、それとは別に、体を活性化して、体の自然治癒力、抵抗力、生命力と

言った人間の回復｝）を重視する健原保持法か存在していると言われる。

前者の治療方法は西洋医学的と言えるが、後者の治療方法は東洋阪学的と言うとさ

れている巴

中国ては古来、区食同源と言う言葉がある。病気を治すのも、食事をするのも、健

康を保っためであって、その本質は同じてある、と言うものである。

植物性天然色素の、食物などの彩色は、見た目も美しく、食欲を増進させるもので

ある。そのことは、体を活性化させ、体の自然治癒力を増大させるものになると言え
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る。また刺身なとに添えられる山葵（わさび）や、生姜（しょうか）なとの薬味に殺

菌力があるなと、一神の薬効としての関わりも仔在するとも言えるのである。

古代の、病気治療の為の、医薬は現代て言う漢方薬に相当すると言える。

例えはアカネの根から染料を採ったとされ、生薬名を歯根といい、通経薬・止血薬

としての歴史は古く、また根から染料を採った歴史も占く、叫紀万葉の古代（西暦

700年代）項から使われていた染料であったと言われている＇｝）。

また、黄薬の主色索は媒染なしでも絹を黄色に染色するが、代表的な薬用柏物であ

ることも、良く知られているところである。

現代の民間斐の陀羅尼助は、この黄璧のエキスにアオキのエキスを混せて作った胃

腸薬である。

黄壁で染めた黄色の紙には防虫効果があるらしく、写経用紙を染めたとも言われて

いる。また水溶性多糖類を含んているので、それらか助剤となって蛋白繊維にも、セ

ルローズ繊維にも良く染まり、脱布し難く、古来から良く利用された染料であったと

されている。

鬱金は根を用いるか、牛薬名も同じてあって、鬱金も黄璧と同しように防虫幼果が

あるとされ、紺を黄巳に染色し、美術工芸品を凶んで保存するのに使用されている。

植物性天然色素と我々の生活との関連について、色相に重点を置いた場合の、代表

的色素としては、藍、茜、紅、紫、か採り上げられると思う。

新鮮な藍葉の汁液や、ときには朝顔の葉の汁液も、かつては、毒虫に刺された場合

の傷や、腫れに良く使ったことかあった，3

漢方薬による治療、健康回復の成果について、種々の薬草による治療例か、次にあ

げられる。

次に代表的な植物染料であるアカネは、板を煎じた液は扁桃腺炎、口内炎、舌炎、

歯痛、歯茎の腫れや、軽い切り傷や火傷にも効果があるとされ、根に含まれている成

分のプルプリンなどが、炎症をやわらげ、粘膜の組織を引きしめたり、止血や鎖咳去

痰の効果かあると言われている。

紫も代表的な柏物性色素であり、染料色素と同様、根も薬用とするのて、生薬名は

紫根と呼ばれている。切り傷・火傷・湿疹・水虫などに用いられた。

根の成分にはアセチルシコニンなどか含まれ、傷 Il の治癒を促進する肉芽組織の発

育を促したり、細菌の働きを抑えたりする効果も高いことが分かっている。現今でも

我か国を代表する一流企業から店疾治療薬ボラギノールが市販されている。

紅花はビタミン E やカロテンを多く含んでいると言われ、糖尿病や更年期障害に対
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しても薬効があり、リノール酸かコレステロイドを取り除く作川があるとされ、動脈

硬化や高血圧の予防になると言われている。漢方の医薬としての、薬草でもある紅花

は、温まりの薬とか、血の薬として、その片では、紅はガ能薬として広く使用された

と言われている。

食品としての鬱金は、カレー粉の代表的なスパイスであるが、黄色い沢庵の着色料

として使用されている。薬用としては健胃薬や肝臓薬としての効果か、広く一般に知

られている、うカレーや沢庵が食欲を増進させることも頷けられる。

3 . 會吉 論

植物性天然色素の、住との関わりあいは、着通に老えて、ないものと思われる。

植物111天然色素の、衣との関わりあいは、天然の衣服繊維の多くが合成繊維に代わ

り、且つ、またそれらが火然繊維を凌ぐ性能を有することもあって、両者の関係は希

薄になったと言える。

しかし、その反面、絹などの天然繊紺の良さか見直されていることも市実である。

植物性天然色素の、美的・彩色効果の他、漢方菜としての柴幼も大きいものと言え

る。
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I 百―ー可］
［癒しJの社会的現象と癒される色

徳山孝子~

1 。はじめに

ストレスの多い現代社会では、「疱し」という口薬に敏感になっている。「癒し」と

いう言葉は、病気の治療という意味て使われてきたうか、ストレスの解消しゃリラ

クゼーション効果―9↓、]の意味て使川されることか多くなった。さらに近年ては、「癒し」

咋業としての発展も日覚ましい。

そこて、［癒し」という言菜かいつ頃から使川されるようになったのか、現代社会

における［癒し」とは何かを嘆索し、さらに女子大生を対象に「癒される色」を明ら

かにしたツ

2. 現代における「癒し」の使われ方の多様化

研究者によると、日本語に冗米「いやす」という勁詞はあったか、「し＼やし」とい

う名詞か登場したのはここ 10年くらいのことだそうた。「庖す」という言葉か辞書に

記載された a意味は、 9病気や傷をなおす。飢えや心の悩みなとを解消する］か＾般的

てある（）「癒し」という言葉は、『広辞苑」にも記されていない。門The Oxford 

English Dictionary』ーては、tに外傷の病気を癒す意味 “heal" や病気を癒す “cure"

の意味て使われる。あるいは、飢えなどを癒す “appease" を用いる。 9癒し」にあっ

た語彙は見当たらなかった()

現在「癒し」というtf葉は、侃間一般にどのような使われ方をしているのてあろう

か。 9癒し」の言棠か記載されている文章を検討することにした6IC 方法としては、新

聞による検索か最適てあると判断したため毎 H 新聞を用いた。期間は、 1995年 1 月 1

日から 2007年12月 31 日まてである。（表 1)

9癒し」の記事の件数を年代別に分類すると、 1995年 5 件、 1996年28件、 1997年23

件であったものか、 1998年62 件、 1999年84件、 2000年 108件、 2001年117件とピークに

逹する。 2002年からは74件に減少し、 2005年からは49件前後と安定している。

マスコミで活字になった「癒し」は、バブル崩壊後に使われはじめたことかわかっ

た。近年、 9癒し」という言葉か氾濫しているなか今までには、 1999年「日本新語・

L
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表 1 毎日新聞による癒しの出現数
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流行語大賞」

「癒し系」か現代語として掲載された且1) 。

現代社会ではバブル崩壊後、「就職氷河期」や「上地価格の下落」など、

の停滞か長朋化することとなるが、 2006年にはミニバフルと言う景気同復に至った。

2008年のリーマン・ブラサーズの経営破綻を契機に金融不安による世界不況に陥った。

現在は、‘‘世界恐慌’'という文字かマスコミから再われるようになった C I癒し」が広

く使われるようになるのは、社会の最気変動と期を同じくしていると考えられる。

年代によって「癒し」の使われ方の変化を分析した。次の一覧は、「癒し」のキー

トップテンに「癒し」が選はれた＇1）。 2008年 1 月刊行の「広辞苑』には

日本経済

ワードを記した。

1995年 1 月 1 日～ 1995年12月 31 日

マッサージ、写真、音楽、ロック、旅行

1996年 1 月 1 日～ 1996年12月 31 日

絵、芙術、アート、首楽、ポップス、自然、森、森林、観光、熊野、鍼灸、ジュこーリー、芸術、
ガーデニング、香り

1997年 1 月 1 日～ 1997年12月 31 日

寺、旅、熊野、巡礼、芸術、ホタル、音楽、音色、花、温泉、パソコン通信、絵、健康と美容、
仏画、癒しグッズ、入浴剤
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1998年 1 月 1 日～ 1998年 12月 31 日

旅、巡礼、石仏巡り、京教、寺、カーテニンク、ハーフ叔培、音楽、クラシック、ポyプ、

コンサート、テレビケーム、歌集、俳句、詩、絵本、景、隊1l 圃、絵圃、アート、香り、酒、温泉、

ティーサロン、ホテル、馬、オーラ（光）、アロマテラピー、服、ベットくらけ、芸術、音と光

1999年 1 月 1 日～ 1999年 12月 31 日

温泉、旅、巡礼、山、森、小鳥、宗教、熊野、観光、観光地、ホテル、＋供、甲、音楽、曲、

芦色、恥コンサート、クラシック、崩歌、雅楽、ジャス、ピアノ、メロティー、絵凹、アート、

美衛餡、絵、仏両、苫、俳両、本、書、詩、料理、ヒアカーテン、酒、里、げ貞、衣装、

朗読 CD 、化机品、男のエステ、エステ、香り、陶芸、農業、花、ぬいくるみ、）ミ、イルカ、

クラゲ、多摩川、水
-------- -- " --- "" - ------

2000年 1 月 1 日～ 2000年12月 31 日

音楽、音色、音、コンサート、カラオケ、曲、第九、口、／ク、ホップス、サウンド、カーデニング、

ハーフ、田同、田舎、罠業、野菜、植物、水、庭、花、サクラ、芙容、マyサージ、アロマテラピー、

光、ライトア、，I プ、文術館、絵、装飾、ハソコン、香り、匂し、、アロマ、アロマキャントル、

酸素吸入、占いフーム、寺、巡礼、紀＝•井寺、禅寺、旬集、俳句、手紙、童話、童両、落語、

動物犬、へy卜、ねこ、野化、アニマルセラピー、風呂、タオル、寝具、まくら、氾泉、ホテル、

海、海中、八ケ岳、森、キャラクターグ、）ス、癒し系ホラー、癒しの経済、癒し系グッズ、

癒し系スポーツ、癒し系弟、癒し系トラマ

2001 年 1 月 1 日～2001 年12月 31 日
-----------------

自然（資料 l)、樹木、森、水辺、水、泉、動物、ペット（資料 2 ）、ペット刑ロポット、宗教、

直脳クラケ、人、ねこ、音楽、音、クランック、コンサート、歌、自色、ポップス、オーケストラ、

シャンソン、香り、アロマテラピー、メイク、農園、花、みどり、ハーフ、カーデニング、ハス、

雙業、日本茶、絵、現代アート、芸術、絵圃、彫刻、癒し踊り、 ドラマ、落話、マンガ、

ミッキーグyス、ヒーリングアニメ（資料 3)、温泉、痘しの湯、旅（資料 4)、観光、旅行、

ひとり歩き、観音空、町家、癒し系美女、小泉改革癒し

2002年 1 月 1 日～2002年12月 31 日
------ -

動物、）ミ、ねこ、動物園、自然、水郷地帯、夕日、島、観光、旅、熊野古道、古里、温泉、湯、

宿泊、シオラス遊園地、歌、曲、演奏会、コンサート、オルゴール、J'ー守咀、音、色、香り、

ハープ、花、楠物、りんとう、花園、こけ—K、薬草、中閏荼、庭園、園芸、芸術、歌俳、絵、

絵両、マイナスイオン、ぬいくるみ、癒し系キャラクター←お荼犬＿、風合い
- --------- - —- - - --

2003年 1 月 1 日～2003年12月 31 日

熊野古道、巡礼、温泉、サウナ、ホテル、観光地、島、海、つり、水、森林、森、園芸、花、

植物、ペット、くま、犬、イルカ、ねこ、動物、芸術、絵画、アート、芙術、切り絵、書、絵菜占、

料理店、チョコ、音楽、サウンド、演歌、コンサート、音色、クラシック、オルゴール、歌う、

沖縄歌、沖縄踊り、犀、音、色、光、ろうそく、スローライフ、癒し系男性スーツ、癒し系美女、

カフェ、ヘアーサロン、風水
--------------- --

2004年 1 月 1 日～2004年12月 31 日
------ -- -----

観光地、島、ガンシス河、旅、富士山、地下水、水、沿泉、足湯、旅、地蔵、｝卓禅、音楽、白、

ギター、歌、芸術、絵画、絵、版圃、俳人、森、 1サ豆高原、屋上公園、花、草花、園芸、ボタン、

はら、イルカ、水族館、水柏、セラピー犬、ねこ、食、ヘルシー料理、ケーキ、酒、道化師、

癒し健康スーツ（資料 5)、湯たんぽ、光、 トイレ
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2005年 1 月 1 日～2005年12月 31 日

音色、音、コンサート、音楽、波の行、軽音楽、読書、俳人、森、動物、山、庭園、野菜栽培、
涅泉、観光、脳史遺産、旅、門前町、寺、絵圃、アート、色えんぴつ、タオル、エステ、ヨガ

2006年 1 月 1 日～2006年12月 31 日

芸術、絵画、写頁、彫刻、内、デザイン、陶芸、短歌、俳句、俳人、音楽、石仏、巡礼、宿、旅、
温泉、足湯、スパ、湯、岩盤浴、園芸、化、ホタ）いペット、馬、ミジンコ、つり、ビーチ、
美食、健団、香り、ひのきの香り、炭、森、森林セラピー、リンパセラピー、コンサート、音色、
ピアノ、ネールサロン、マッサーシ、髪をすく、からくり人形、 トイレ

2007年 1 月 1 日～2007年12月 31 日

烏、川、園芸、梢物、花、緑、森林、田植、甲、風の音、水の音、木々のすれあう音、森、音楽、
コンサート、クラシック、歌う、アイルランドの癒しメロディー、紀州備長炭、アート、旅、湯、
温浴、ロポット、馬

資料 1 :癒し合う人と自然、共存の21但紀発進／熊本（毎日新聞、 200 1. 0 1. 01)

自然ほと私たちを癒してくれる存在はありません。そして、私たちは、自然を癒してあけることか
てきます。 21 世紀に必要なの 1ま、そんな人と自然の咆し合い関係ではないてしょうか。私たちの身近
な場て、癒し癒される人と自然の関係はもう始まっていますよ。

資料 2 :ペットにも人格ーイ［民登録の試み◇岐阜の団体、 1000人か申請（毎日新聞、 200 1. 0 1. 0 1)

ペットを飼ら坪由につ (Iて、「動物が好きだから＿と答えた人は57.2％て、 4 ポイント増にととまっ
た， 方、「気りちがやわらぐから／を連由にする人は21.0％から 46.2 ％へと 2 倍以上に増えた。ス
トレスのたまる現代社会で動物に癒しを求める人が多いことをうかかわせるっ

資料 3 :千と千尋の神隠し＼毎 H 新聞、 200 1. 07.28)

テーマ曲と共に、疲れた心を癒してくれるヒーリング・アニメである，ヘ

資料 4 :,―インターネット博甕会」始まる 屎のパビ｀リオン開設／和歌山（筒日新聞、 200 1.01. 01) 
政府の呼びかけ、自冶体、介業、非営利団体 (NP 0) などか参加した「インターネット博覚会J
（通称インパク）が31 日始まり、「癒しの旅」をテーマにした県のホームページのパヒリオンも開設さ

れたQ

資料 5 :郊外型大型店の紳士服メーカー（毎日新聞、 2004.06.30)

「アオキインターナショナル」か開発した―癒し a 波スーツ」た。

「癒し」は、 13年闇で243種類の「癒し」が利用されている。 1995年では、マッサー

ジ、写真、音楽、ロック、旅行に使われてしたが、年々使われ方が多様化している。

1997年では「パソコン通信はとても優れた‘‘癒し”の場だと言えるかもしれない」

(1997. 08. 19 毎日新聞）とインターネット通｛言が「癒し」の場として用いられてい

る。インターネットは、他者に邪魔されることなく一人の世界を持つことがてきる。

今までの人間とモノの癒しではなく、頭の中で「癒し」を感じる世界がはじまった。

奥野卓司氏は「近未米を“バーチャル時代”と呼ぶ。各個人は五感を刺激する‘‘体感

メディア’'に囲まれた個室に篭もり、メディアからのマッサージ（癒し）を受ける」

と指摘している 11)。パソコンを使いながら頭の中でイメージして、自分て物語を作っ

ていくことか癒しである。自分のよいように、常に肯定的である。否定することがな
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いため安心感につながる。世の中か安心できないためネットを利用した―＾．次元の世界

で安心感を求める。「癒し」の場の広がりが感じられる。

2000年からは、「癒し系ホラー、癒し系グッズ、癒し系スポーツ、癒し系弟、癒し

系ドラマ」と“癒し系”という使われ方をするようになる。 2002年には、癒し系キャ

ラクター［お茶犬」が登場するが、たれパンダ、こげぱん、ゴマちゃん等、がんばっ

ていない癒し系キャラクターが流行した。芸能界では、安めぐみ、小西真奈芙、優香、

釈由美子、J卜上和香のほんわか、やわらかい、おっとり系キャラが登場し癒し系タレ

ントとして話題になった。「癒し系」は、「癒し］の付加価1直か上乗せされたモノにな

り、一般のモノとは違う五感を刺激するようなモノに代わる。あるいは、 2001年の

「小泉改革癒し」のようにモノではなく、世相を表す言業にも癒しが使われるように

なった。「癒し」という丘葉の持つイメージは、社会現象を表わす突破口に匹敵する

ように思われる。

3. 癒される色

癒される色は、 18歳～22歳まての女子大生104名を対象に H 本色研いろかみトーナ

ルカラー93色を用い、癒される色を赤系、黄系、緑系、青系、紫系、皿彩色の 6 系統

の中から選ばせた。次に癒される色系統の中から癒される色を複数、回答させた。解

析方法は、 C 管理図によって UCL 値（上方管理限界）を求めた。

以下の(1 )(2)の叶算式を用いて UCL 値を得た。ここでは C は、各色データの平均、

K は色数、 CL は中心線である。 UCL 値より高い値を示したカラーを有意とし、その

トーンを調べた。

上方管理限界

CL= こ c/k

UCL= CL＋喜］
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その結果、癒される色は緑系や青系が上位てあった 12)。さらに、癒されるトーンを

調べた。 C 管理図の計算で UCL 値が約10 .4 2であった為、 11点以卜克:有意であるとし

た。有意であった色は、 19色であった。癒されるトーンは、ビビッドトーンが 2 色、

ペールトーンが 4 色、ライトトーンか 8 色、プライトトーンが 4 色、ディープトーン

が 1 色の 5 トーンであった。ダルトーン、ダークトーン、グレイッシュトーン、ライ
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図 1 Lab 表色系

図 2 トーン別分類
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トグレイッシュトーン、無彩色は、 1 色も含まれなかった。 19 色を、 Adobe

Photoshop 5.0Jて作成し Lah 表色系て表した（図 l) 。 19色は、 -a の寒色系の色か

多かった。土 a の暖色系は 19色のうち 2 色てあった。 トーン別分類は、図 2 にホした。

亦系、黄系、青系は、ヘールトーン、ライトトーン、ブライトトーンの高明度に位

置し、緑系は、ヒビットトーン、ディープトーンか加えられた。癒される色は、高明

度高彩度であったし9

4. おわりに

9癒し」についての社会現象と癒される色を校索し、次の 6 点にまとめられたC)

1) 9癒し」という名詞か登場しマスコミて活字になったのは、バブル崩壊後と推測

される。

2) :-{西し」か広く使われるようになるのは、社会の景気変動と期を同じくしている

と考えられるっ

3) 「癒し」は、「安心」の対応しうる昌菓である。

4) 「癒し」という.,:J業の持つイメージは、社会現象を表わす突破口に匹敵するよう

に忍われる。

5) 癒される色は、青系、緑系てある。 トーン別には、高明度 e 高彩度であることか

わかったっ

以上、これからの―癒し」は、社会の世相、諸相を現わす言薬として川いられるた

ろう。
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：口［］
恩顧二十年の光と色

麓 泉

1. はじめに

本号て「裸光」は二十号を迎えた。「裸光Jへの論文を書くことによって励まされ

てきた著者自身にとっては、おかげて成人したかのような感慨を抱いている。この機

去に、ごれまで投稿した論文のなかからいくつかを取り上げて、それらにまつわる話

とか、原稿に書かなかった話なとを書き留めることにした。何らかの参考になれば幸

いである。

思えば著者か覚管会のお批話になり始めてから何年になろうか、と；じ憶をひもとく

と、大学に在職していた頃から始まっていて、恩師の相宅（おおや）省吾先生の推薦

で覚脊会から奨励研究費をいたたいた年（昭和57年： 1982年）から続き、数えれば26

年にもなる。したがって恩顧二十年は、正確には恩顧二十六年と記すべきところてあ

ろうか。

その当初はまだ覚岱会に研究所かなかった頃で、奨励研究の結果報告をする裸光ビ

ルの会議室には、合成繊維の泰斗で文化勲箪受章者の桜田一郎博士をはじめとする学

界のお歴々かすらりと居並んでおられた。

しかし、今思えは、そのときの「付加価値の向上と省力を目的とする絹の染色の研

究」という奨励研究の成果は、単なる報告書（ことどまっていて、刊行物による公表の

機を得なかった。

「裸光」は、そのような意味合いにおいても研究所の成果を逐一、世間に報告して

きた論文集であって、公益法人としての覚誉会の役割を地道に果たしてきていると思

Cｭ

ろ
っ

覚瞥会の繊維染色研究所は、桜m先生没後に、相宅先生と、当時の覚誉会事務局長

および株）矢代仁社長のこ尽力によって設立され、研究員も多いときには10名近くになっ

た。

9佼光」は研究所発足後問もない頃、初代研究所長であった相宅先生の創案と事務

局のお骨折りとで創刊されたものであり、内容的にも、応用数学から染色工芸までの

多岐に亘っている。
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著者のこれまでの研究業績の前半が、tとして繊維学去誌への掲載であったとすれ

は、後半ば主にこの「筏光」への収録てあると思う。

2. 色彩に関するこれまでの研究

色の源泉は光である。色か宋色を促したのか、北色か色を開拓したのか、について

思いを致すと、太古の昔から人類は自然の中に生きて、 H然の色を身につけ、自然の

中における自らを飾り、誇示し、象徴しながら世代を重ねてきたと思う。そのための

着色や染巳について、祖先は暗中模索しながら手法を抱いてきたのであろう。したがっ

て、ます（ま自然界の染材を用いることによって、何千年もの間に色づくりとしての架

色技術を発逹させてきたことに聞違いはない。

しかし、近代に及んで、自然の染材（藍や茜）の色素か合成されるようになると、

その勢い｛ま、どん欲に新しい色材を追い求め、いわゆるタール色桑としての化学染料

を合めて、数々の色材を開発し、さらに日然界の材料にはない色の染料までも合成す

るようになった。現代はまさにその肌点をきわめている感かあり、あらゆる華麗な色

や人T．蛍光色に至るまでを、不遜にも天地剖造の神を欺くかのように、つぎつきと生

産して身辺を飾るようになったのである。

しかし、古人の知恵の積み重ねが底辺にあったからこそ、今の染色技術が発達し得

たと思う。

著者の色に関する知識は、加丁』業楳においてます染色技術を身につける機会のあっ

たこと、これは実に現在の染色研究にも役立っているのだか、さらに色彩科学の分野

に立ち入る機会に恵まれたことがあって、これか左腕となり、右腕の染色研究を支え

てきた。

忍えは、色彩学の習得は全くの独学によるもので、著者が修学した繊維化学科の授

業科 H にもなかった。耽を大学に移す以前の染色丁は場て技術を担当していた若い時分、

当時はまた南北朝鮮戦争のさなか、日本の産業界は米軍特而に沸いていて、或る日、

自分たちにもその米軍からの注文が米た。

ところが染色加工の注文てあるのにもかかわらす色見本が付いていない。 x: …、

y:…、 z:••• という三つの数字の示す色か指定の色であった。［これらの数値は色

の三刺激値といい、パリに本部を置く国際照明委員会の取り決めによって世界中で使

われている］。

国際照明委員会は、当初、 R （亦） G （緑） B （青）の実在する三原色の足し算で
すへての色を表す提案をしたが、引き算をしなければ出せない色かあったりしたので、
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足し算のみですへての色を表せる巳影心岬的な三つの刺激値（・三原色相門）を用いる

こととし、それらの値に XYZ と l，＼う名称をつけたJ

その注文か米るまての仕事はすへて、色見本付きか常識てあったから、まさにカル

チャーショックて、 同か魂消てしまった。そのときか色彩学に首を突っ込むきっか

けになってし＼る。

その項の中小工場に測色器かあるはすはなく、凋てすっぽうの試し染めをして、紡

績検壺協会に持ち込み、測色値を出してもらうことを数度繰り返し、やっと許容範圃

の色にたとり着いたのてあった。

また、老人の H は黄はんた色として万物を見ているものであることも思い欠ll らされ

た（たたし、人 n レンズを入れた場合には右者と同じ視党にもとる），）色合わせ（カ

ラーマッチング）に際して70歳代の工場長と、灯時若かった著者との問で、微妙な色

の違いに関し、絶えす異論を交わさねはならなかった，：「は場長の意見を通したために

加上した色物か返ってきたこともあったか、日の水晶体か年を市ねると黄色みを帯ひ、

見る色か苫者と異なるという、色彩生哩学上の問題点は、 [1 分日身か人丁↓レンズに換

えた今となって実感している。

また、染料の混合か加法混色てはなく減法晶色てあることを思い欠D らされたのは、

色彩学をマスターしてからであって、それまては、足りない色の来料を次々と卜屎せ

していた。そのことで、次第に色かくすみ、ますます色見本から離れてし、＜ことをやっ

ていたのである。

さらにまた、染めた色を色見本と見比べるときに、大切なのは照明てあって、色か

見えさえすればよいというものではないことも思い知った。仕事が残叢にすれ込んて、

夕方の薄朋かりで、色見本と染めサンプルを見比べるというのはもってのほかてある。

それからは色合わせ用の標準光源を強く要望して設置したの色か見本と微妙に違うか

ら返品する、というクレイムに対しては、オ繋準光源てマッチングしたことを主張して、

返品を避けることに役だった。木甘『は事務所の青白い蛍光灯で見ているために、こち

らで見るのとは違って見えるのである。

どのような光源を川いても見木と同し色に見えるように染めるためには、染料の種

H を買い揃えて完全等色に持ち込まなけれはならない。しかし、｛草かな贔の江文に対

し、その都度、その等色に必要な新しい染料をキログラム単位で買っていては、採算

か合わないのである。

その後、奉職するようになった大学では、色彩学や色彩心理学実験の授業を担当し

てきたこともあって、色彩心理に閃する研究実績も多少あり、色彩学に関する報告や
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論文は、 9喋光」にもいくつか載せているので紹介したい。

① 「裸光」第 1 号には「草木染めに関する若い女性の意識調査」という報告を出

しているか、当時はまた女子大に在勤していた頃て、 2 年間に百って209名の学生か

ら草木染めに関するアンケートをとった。その結果、感性的な評価値を重視する回答

か多く、たとえば、合成染料によるものは人工的な美しさを持つのに対して、草木染

めでは独特の落ち着いた色の調和かあり、日本人の感覚に合っていて、飽きの米ない

愛着を感じる、素朴さを感じる、といったものか多かった。

② 第 3 号には、「草木染めの色と合成染料による単純色との嗜好比較詞査」を発

表している。それは、実際に染めた卓木染めの20色と、合成染料のカチオン染料を使っ

た鮮麗な単純色20色のパターンを、 356人の女性被験者につき、対面法によるアンケー

トを取って、その結果を解析したものてある c

年齢的には若年屑から中年層に向かって草木染めの色を好む者が増えるか、若年層

であっても草木染めの方を選ぶ者か以外に多かった。そして、仝1本的には草木染めと、

合成染料による単純色との愛好者の比は、ほぼ折半した。また、結果を数値化して嗜

好感情の相閏を求め、心理的な切り II に基づく因f分析を行ったところ、色選択の心

理的な因子は、たとえ選んだ色か卓木染めであっても、 30歳以下の被験者か色を選ぶ

心理的な第一の因fは「罪動感J、次に第二因子が「ゆったり感J、第三因子力ゞ［i肖純

感Jであり、 30歳以上では、第一因子か「熱情感」、第二因子は「軽快感」、第二因f

が「保守感Jであった。

③ 第 4 号には、「夜の紅色（紅花染め作品の演出について）」と題し、実際に絹綸

子ー反を紅花1.5kgを使って染め、長襦袢に仕むててから、四通りの色福度による照

明を当て、披験者それそれの目視による感想を聞いた結果について報告している。

紅花染めの染色物には、独特の蛍光色を有しており、 460nm と 590nm に強い蛍光

が現れる。前者は青色、後者はオレンジ色をしており、紅花染めの特徴を演出する。

たとえは、紫外線を含む自然光を当てると、やや青みがかかった紅色になる c さらに

色温度の高い照明（青白い照明）を当てると肖色蛍光の発光量が増加し、冷たい感じ

の、紫色に近い紅色に見える。その一方、色温度の低いタングステン光、とくに蝋燭

や行燈（あんどん）の光を当ててみると、黄色み、赤色みか増大して深みのある濃艶

な紅色を演出する。（実際の色は著者のホームページ http://www.color-dye.com の
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「色温度の話」を参照されたい）

紅花染めの艶めかしい美しさをひきだすには、行燈の光が最もよいという、米沢市

の紅花榮め研究者、鈴木孝男氏の談話か思い出される。

合成染料による紅花色は、一見それらしく見えても、以卜．のように、色温度の違う

照明を当てることで、真の紅花染めと、そうでないのとを見分けることができる。

（照明を特定した場合にのみ、同し色に見えることを条件等色という）。照明の色泊度

を変えて見ることは、着色染料の鑑別にも役立つ。

④ 第 8 号には、「空間色と表面色の感情に及ほす効果の差異について」と隠し、

身の回りの空間か特定の色光で満たされる「空間色」の場合は、普通に物の色を見て

いる場合と異なった心理的効果を牛むことについて論じた。

最も輿味を惹くのは、通常癒しの色と思われている緑色か、窄問色になった場合に

は、人々は不快感・不安定感に襲われるという実験結果を得たことであった。具体的

に表現すると, I燐にいる人の顔や肌の色までか、雨蛙のように緑色に見えてしまうと

いうことで納得てきると思う。

それに対し、日常的な光環境で、まわりの本々や森が緑色であれは、人々か癒し効

果を得ることは、本誌における徳山孝子氏の資料によっても明らかである。人か最も

活力を得る‘年間色はオレンジ色てあった。この色は物体色として見た場合でも華やか

な辛福感を演出するということか、丈験の結果を解析した因十分析によって証町され、

先の緑色の場合とは異なっていた。

暁のオレンジ色は、その日の活力を与え、夕焼けの茜色は明日への希望を与えるが、

それらの光が緑色てあったらどうであろうか、幽累にいるかのようなおもむきを与え

るのかも知れないっ

3. 藍染めに関する研究

① 「保光」第 1 号には「生藍染めの染着機構」を発表した。覚誉会の施設てある

指月林では、毎年、染色講習会か行われるが、以前はよく、指月林で栽培した生葉の

藍を用いたものてある。生葉藍の染色は各地て行われているが、著者か発表するまで、

その染色のメカニズムを叫らかにした論文は無かった。

著者は藍の牛葉中に合まれる無色で水溶性のインジカンという化合物か、絹・羊毛

などの蛋白繊維にのみ線色（はなたいろ：緑みの青色）を染めることに注目して、染

色前後の色素の紫外・可視吸収スペクトルを調べるとともに、インジカンの試薬名で
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あるインドキシルf3グルコースの水溶液（無色）に、蕨の生葉の汁を 1 滴加えること

によって、液中に設漬しておいた絹かみるみる漂色に染まることを蜆察した。（実際

の色変化は、著者か管刑するホームページ http ://www.color-dye.com の「藍の生

葉架めjを参照されたい。）

この実験は元大阪教育大教授高木豊博士か、応生薬に熱錫をかけて抽出した液に、

生葉の汁を雁らして染色されたことにヒントを得たものてあって、そのことを、純粋

な試薬を用して検証したのかこの丈験である。路傍に生えるイヌ蓼のような、藍色素

を含まない植物の葉の汁を使ってもこのことは起こらない。したがって含藍植物のみ

に含まれる酵索（仮にインジカナーゼとする）による現象てあることを丈験的に証明

した。

また、嵐の生葉染めが絹などの蛋白繊維にのみ染まり、木綿に染まらないのは、生

葉中の無色のインジカンか溶け出て、青色のインジゴに変化する過程でインドキシル

という化合物になり、このインドキシルが、蛋白織維分子の末端基との間て化学的な

相互作川をおこすことによって染まるのに対し、木綿との間ではそのような反応が起

こらないために染まらない、、＇という違いを明らかにした。

すなわち、蛋白質分子とインドキシルとの間の分子間｝）は、蛋白質に存在する活‘性

化されたカルボニルイオンと、藍のインドキシル分1この電子受容部分（インドール環

のイミノ拮）との問において、イオン——双極子間相互作川という引力か生じ、結果と

して染色が惹きおこされるという解析をおこなったのが、この研究の主軸である。

② 第 2 号には「乾燥藍を用いる染色一硫酸処理による方法」を提出した。

巌の笠を乾燥させると、庶色素は、水溶性のインジカンの状態から脱水反応を経て、

大部分が不溶性のインジゴに変わってしまうので、このままでは生葉染めのようには

染まらない。飩燥藍をそのまま使って化学建て、としう手法を用いるのも一つの方法

であるが、植物組織を酸で破壊し、インジゴを効果的に取り出す方法として、希硫酸

を使ってみた。硫酸は水 1 fl,に対してわずか0.6cc という希硫酸液 (1/50N 濃度）で

乾燥藍を20分間ほど煮沸する。血白いことにその後にアルカリで中和すると、藍葉中

にあったインジゴかすでに半還元状態になるので、希硫酸処理されたことによってセ

ルロースなとの繊維質が加水分解し、逗几糖のグルコースに変わり、以後の還元作用

を助けていることがわかった。この状態で漉してからpH 10~12 としてハイドロサル

ファイトを加えて完全な遠元状態て絹や木綿を染める。しかし、 1望かな量ながら硫酸

を使うという方法は、必ずしも一般の草木染めの場に向いているとは言えないのかこ
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の方法の欠点てある。

第10号には「乾燥藍を用いる藍の化学建てに関する研究」を提出した。

前記したように、就臀会の施設（指月林）における肯少年向き、およひ一般向きの

染色講習ては、祉染めをメニューに加えているか、指月林の行うスケジュールの都合

て、万初は夏期に行って生葉の藍を使っていたのか、その後、秋川に変史された。し

たかって、牛菜か使えなくなり、乾燥葉を用いて砥豪めを短時間で効率よく行う甜題

を課せられるようになった。

乾燥葉を川いる場合は、それを址肥のように積み卜けげて発惜させ、いわゆる業（す

くも）にして使うのか常道であるか、薬の作成には通常 2 、 3 ケ）］かかる。勺えられ

た講習時間は 2 時間であるから、即席で乾燥葉を用いる藍染めをしなければならない。

前記したような希硫峻法をとらないのてあれは、 60℃程度のアルカリ性浴に乾燥藍

を入れ、ハイドロサルファイトなどの遠元剤を加えて応色素を溶かし、繊維に吸収さ

せ、窄気中に出して空気酸化し、線（はなた）色を染めることかできる c，この方法で

木綿も豪まる』しかし、ここで問題になるのは芭葉中に倉まれる黄色系のフラポンや

褐色のタンニン系雑色素の混入てあって、前処理なして染めると非常に汚れだ臼色に
なる。

したかって、著者かおこなった改良法は、乾燥監葉を水で；整煎するというごく簡単

な前処迎てある。なんてもない作業であるか、巖色素はすで水に不溶となっているこ

とに目を付けたものて、それ以外の多くの水溶性不純色素は熱湯に溶解し、漉せは除

よすることかてきる。たたし、この作業は 3 回ほと繰り返さねはならないのて、指月

林の講習会では、前日にあらかじめ 2 回ほど、この前処理をほとこしている。講習当

日、もう一度そうした処理を行った後、 60℃のアルカリ性還冗浴中て染めれば、美麗

な鰐色を染め出すことかてきる。発表以米、この熱湯前処理法は各地で応用されてい
るようである。

この報文で足りない点は、そのような熟湯処理と未処理とによる色の差を示す計測

値を掲げてなく、単なる技術報告に終わっていることてある。現在は染色布表面の色

彩計測を n［能にする色彩計か研究所に備わっているので、今夏にても計測値を添えて

補足したいと思っているっ

4. アントシアニンによる染色の研究

赤や青、紫なと、多くの芙麗な花の色素を占めるアントシアニンは、墜牢性の乏し
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さか欠点であって、実用染色に）廿し＼られることはほとんど無く、友禅染めの下絵拙き

に露仇の花の汁か用いられるのは、染めの作業中にド絵を消すのか目的て、その略牢

性の弱さを逆利用したものてあるぐ9

しかし、真っ赤な花の色は、紅花による絹栄めの紅赤とは違う色てあり、是非この色

の実l廿化を実現したいと願っていた。

ァントシアニン色索に関連する報告としては、第 6 号に「寒椿の色素と染色」、第1

1 号には「ムラサキイモによる引き染めについて」、第12号には「アントシアン色素に

よる染色の研究（第 3 報）抽出溶媒およひ染浴にマレイン酸を用いる方法」、第13号

には、「同、（第 4 報）膏色系花弁およひ葉と果実のアントシアニンを用いる染色」に

ついて述べ、第14 号には「同、（第 5 報）シアニジン、およびペラルゴニジンを主成

分とする色素の染色堅牢度」、第18 号には「染色用に抽出したエキスからの寒椿花弁

色素の分析」を提出している。

最初の実験における色索抽出には、過去の研究者逹によって川いられてきていた鉱

酸（塩酸、硫酸なと）を使ったか、これらは削性の強い酸てあるため、有機酸を用い

る方針に換えた。しかし、酢酸は酸性度か弱く、酸J『|〖度の強い蟻酸は劇性か強しヽのて、

劇性か弱く酸性度の強い、多塩拮酸にit l-l した，つ

そこて、クエン酸、リンコ酸、コハク酸などの三塩彗酸や □塩基酸なとを抽出剤と

して試みたか、なかてもマレイン酸は、その0.5％水溶液のpH か 1.] と低く、鉱酸に

劣らないほとの強い酸性を示したのて、化弁や紅策を長時間浸けて濃厚なアントシア

ニン溶液をつくったC，この抽出液には防腐性かあり、 3 年閲冷蔵晶内て保存しても、

変化はほとんとなかった()

この畑出液中に常湿て絹などを長時間浸染することによって、濃い赤色～肖紫色の

染色物を得ることかできた。

また、ペーパークロマトグラフ法を駆使して、アントシアニンの色源体てあるアン

トシアニジンの同定をおこなったところ、寒椿（赤サザンカ）のアントシアニジンは

シアニジンてあり、赤色朝顔のそれはペラルゴジンであることか判明した。

なお、シアニジンは多くの植物の化や紅薬した葉に合まれている。

問坦とされている堅牢度てあるか、朝顔の抽出色索と、無色の没食子酸とを染液中

て混合して染色すれは、耐光、耐洗濯共に墜牢度を増した C) これはおそらく、没食子

酸か水中て陰イオン(-)として電離するのに対し、ペラルゴニジンか陽イオン（三）

性てあるために、ペラルコニシンで構成されるアントシアニン分子と、没食＋酸分子

とか引き合って、連携あるいは重なり合った状態で染まったのてはないかと考えてい
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る。

ペラルゴニシンを合有する花としては、 Hi」記、赤朝顔のほかに、ホウセンカの赤花、

サルビアの赤花、クラジオラスの赤花かある（林孝二辺編：増訂 植物色索p. 484~ 

494)。チューリップの赤花にもあるが、チューリップの花弁は肉厚であるために、マ

レイン酸抽出が不充分となるおそれがある。

R
 

HO 
、
7

t
o
 

/. 

OH 
+

H

 

H
 三

O
H

H
 

OH 没食＋酸

ペラルゴニジンとンアニジン

R:H の場合 ペラルゴニジン

R:Oilの坦合 シアニジン

一方、シアニジンと没食子酸との結合力はペラルゴニジンよりも弱いようで、効果

はほとんとない。理由としては、シアニジンの方か、左上図構造式の R の位惜に

OH 韮かあるため、 0十との間に相互作用が生じ、構造的な罪山で陽イオン性かセー

ブされるためであろうと考えている。

そのかわり、ンアニシンは R 位置の OH 脹と、それに隣接する OH 晶との間で金

属イオンと錯体を形成することが可能と考えられ、金属塩を使用する後媒染によって

堅牢度を向上させることができた（鉄媒染によって、耐光堅牢度か 1 ~ 2 級向上、つ

まり、 2~ 4 倍増加した）。鉄媒染をすると色が当然くすむが、再染色することによ

り、媒染による堅牢度の増加をおおかた保持したまま元の芙麗なシアニジンの色を再

現することかできる。

シアニジンを多く合む花は前記、寒椿のほか、多くの赤い化か該門し、赤い紅葉の

色素も、シアニジンを主体としたアントシアニンてある。

以上のように、没食子酸添加染色や、鉄塩、またば鉄属の金属塩による後媒染処理

を施すことによって、アントシアニン染色物の堅牢度は向上し、古代から使用されて

きた紅花染色物の耐光、耐洗濯堅牢度のグレードが 1 級であるのに対し、 2~ 3 級と
なり、紅花染めよりも堅牢度が高くなる。したがって絹染めに関しては実用性か皆無
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ではないと言うことになろう e （因みに耐光堅牢度はグレードか 1 段階上かるごとに

墜牢度は倍増する。洗濯堅牢度はグレードの最高が 5 級である）。

なお、これらアントシアニン色素の抽出には、前記したマレイン酸の代わりに一般

市場て求めやすいクエン酸を用いても、抽出能力はやや劣るが一定の成果を得ること

ができる。

5. 茜による染色の研究

本邦で現在茜染めに用いられている材料は大抵か西洋茜か、 H 本茜と同属のインド

茜で、下芸染色の作品展を見ても、濃色の茜染めに日本茜を使っている例は極めて少

ない。インド苫は茜の色素量か多く、アルミニウム塩や椿灰を用した媒染によって容

易に濃い茜色を染めることかでき、輸入経路はともかくとして植物染料店で簡単に入

手できる。

しかし、日本茜は、身近な日本の山野で自生を見ることか可能であるにもかかわら

す、材料中に合まれる茜の色素景か少ないのて、このものを川いて濃い茜色を染め出

すには、かなりの努力を必要とする。その卜上、生育場所かまばらて大量の架色材料を

得ることが困難であり、栽培による揚合でも、染めの材料として収穫するまてに 3 年

ほとの牛育期間か必要である。また、色索の大部分か茜色素と同屈の黄色色素で占め

られており、これが茜染めの際の妨けになる 3

それにもかかわらす、日本茜による染色にこだわろうとするのは、端面で、しつこ

さのない赤みを持つ茜色が、他の茜卓に比へて和風の趣を演出するのに相応しいから

であろう。

茜染めの妨げとなる黄色色索を取り除くためには、平安時代、あるいはそれ以前の

昔から行われたのが、茜材料を米粥に浸ける方法である（延喜式巻十四に、米を使う

という記載かある）。ただし、—|I に米粥を使う、といっても秘伝かあるようて、簡

単に手を出しても思うようにはならない。それにしても、上代の人々か米をそのよう

に使う手段を知っていたことは驚きであり、何故そうなるかについては、現在の科学

をもってしても駆理が明らかてない。

打職文化研究所（東京）の仙石宗久氏は、源氏物語による王朝絵巻の衣裳を当時と

同じ材料、同じ染色手法で再現しようと取り糾まれ、その材料の入手や染色に関して

著者に相談があった。なかでも、古代絹を紫根や日本茜を用いて染めることに関して

は微力ながらお手伝いをした。

結果的に、覚猶会が材料の茜を提供するまでには至らなかったが、染めは筆者の方
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広て行うこととなり、 2007年 3 月 25 「]、東卓都立痒業技術研究センターにおいて、高

円宮妃殿下によるお手染めのこ指南役を務めさせていたたいた次第てある。

さて、その日本国による西染めの方法について、ここでは詳しく述べな l ヽか、要点

としては、 1iij記したように米粥につけて黄色色素を取り除し＼てから煮煎し、煎改をと

ることと、沿色に先たっておこなう絹の先媒染には、椿の牛葉を焼いたJ;}(の仄汁を用

いることてあるか、絹業めの場合にはその）火汁を使用前に計酸て中和してpH 4 程度

とする案を苫者はお焚めした（）宋色は濯度を次第に卜けなから 80~85℃て行うことか

必疫であるか、木練りの絹に対する場合は60℃程度ての染色か可能てあるC）

それらの方法に関連した研究は、．第19号の「日本茜の色素成分および染色性に関す

る考察」て論述している。

練り絹の場合、何故、 80℃を越える高温て染めないと充分な発色を示さないのかと

いうことについて述へると、媒染された練り絹の徴維に色素か入り込み、その場で絹

繊維分『とアルミニウムイオンと配位して茜色色素となって定着するためには、熱化

学的なバリヤーを乗り越えるエネルギーか必要て、それを与えるために、 8()℃以上で

染めなけれはならないということを、丈験結果に悲つく解祈と叶算によって証明して

しヽる。

計算に必妻な高等数学ぱ、必すしも著者の得意とする分野てはないか、コンヒュー

ターという行り難い文明の利器を利川することによって、各染色時間における染着呈

を基にした数学的帰納法を駆使することにより、染色の経験速度式の誘導に成功して

いて、気の遠くなるような繰り返し汁算を短時間で可能としたのは有り難いことであっ

た。

染色のバリヤーを乗り越えるための活性化エネルギーは、そのようにして求められ

た各染色漏度における染色速度の係数を韮に、熟化学的な計賃をおこなうことによっ

て得られる。

未練り絹の場合ては、絹表血が組織の柔らかいセリシン屑て覆われているため、前

述のような高温て染める必要かないのてあって、平安王朝用の古代絹の茜染めは未練

りておこなわれるために、 60℃あるいは、それ以下の温度て手染めか可能になったの

てある。

また、木綿に対する茜染めは、絹と同じ方法でおこなうと染まりにくいので、第16

号に「セルロース難染性天然染料による木綿繊維染色の研究、第 1 報 茜を用いる浸

染について」と題し、豆汁、ミルクカゼイン、ロート油、没食子酸などで前処理して
木綿繊維表面の改質をおこない、インド茜で染めた場合の染色結果を発表した。また、
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第17号には、その続編としての、「同、第 2 報 茜染めの媒染におけるアルミン酸塩

の効果」ては、木綿繊維に対する韮染めの媒栄について、明響の代わりにアルミン酸

ナトリウムを用い、好結果を得たことについて発表している。

また、日本茜とは刈種て、几州、四国の海岸池帯に自生する希少なクルマバアカネ

について、北九州1の福津市の自牛地に案内してもらったか、種をいただいて栽培して

みると、案外によく繁殖するので、その染色に関して、第19号に「クルマバアカネの

染色に関する研究」を発表した。

このクルマバアカネは文字通り、葉が車輪状に 6~ 8 枚輪牛していて（ただし、幼
生は 4 枚）、日本茜の葉が総じて 4 枚輪生しているのとは異なり、明らかに別種であ

るが、花や果実などぱ日本茜と同じような栢物である。しかし、その板は日本苫より

さらに細く、色素成分には茜色素か少なかった。したかって、採取よりも保護に力を

入れた方がよい植物と思う。

ぶ干、異端者的な研究になるかもしれないので、この茜の章の最後に述べるか、第

5 号に「茜色素によるポリエステルの染色」を発表している。

ポリエステルのような合成繊維を天然染料て染めることに、果たして意義があるの

かどうか、というためらいもあったか、相宅先牛の薦めもあり、実験的な興味もあっ

ておこなった研究てある。

新しい革袋には新しい酒を、の管えがあるように、新しい時代の合成繊維ポリエス

テルには、新しい合成染料が似つかわしいと思う。しかし、その岨はシルクライクの

合成繊維かもてはやされた時代であり、このような繊維を天然染料で染めるという企

両かあっても、無駄な試みではないように思えた。

この実験では東レ製のシルクライクポリエステル繊維「美さかJの長襦袢地：桐を

被染布に用いている。

まず、附色素のような媒染染料を繊淮内に誘導する媒染剤に何を用いるかであって、

通常用いる明界とか、椿灰などの無機金属塩は、疎水性て且つ組織か緻密なポリエス

テル繊維には吸着されない。そこて、考えたのは有機金属化合物の導入てあって、こ

の実険ではアルミニウムアセチルアセトネートという有機アルミニウム塩を用い、媒

染に成功している。

また、一方、ポリエステル繊維の染色は通常100℃以卜¢の高温染色かおこなわれ、

高温高圧染色となるか、沸点の高い溶液で行えは高温染色か可能になるはず、との観

点から、水にも油にも溶ける高沸点のポリエチレングリコールを、水と適量混合する

ことによって媒染、および染色を行うことに成功した。
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すなわち、媒染ては110℃、染色ては 107℃という高温を適川し、インド茜や歯カル

スの色素を用いて茜染めを得た。

染色物に対する堅牢度試験ても充分な堅牢度を得ている。

染料の染色速度や媒染剤の拡散係数も求めており、理論的、実験的にもしっかりと

某礎を固めた輯告として、「1 負てきる内容となっている。

6. その他の染色研究

前記した研究論文・報告のほかに、主立ったものを拾い上げると、次のような題t::l

のものかある 0

① ショロウ（薯榔）による浸染について：第 3 号にて発表

台湾産の、通称―染めもの署（いも）」を入『する機会があったので、その染色試

験てある。このものは山芋の仲間てあるか、日本か台湾を統治していた時代、台湾総

督府が地場産業の発展のために、このショロウ(JJioscorearh ipogon io ides.0 l i v. 、）の

栽培を奨励したそうて、目的は、タンニンを採取して大陸との貿易に寄与しようとし

ていたそうである。地域的に近い八重山群島にも、この 9染めもの薯」は自生し、八

重山上布の赤染めに利用されるという。

著者はこの報告で、薄層クロマトクラフを機器分析化した TLC/FID 法を川いて色

素分析を試みているか、完全とはいえない。

染色試験は多織交織布 (9 種類の繊維を織り込んた布）で染めると、ビニロンか著

しく収縮した。これはタンニンによるヒニロン特有の現象であることから、ショロウ

中の色素の大部分はピロガロール系タンニンてあろうと推定した。

このショロウては絹、羊毛、ピニロン、ナイロンを堅牢な赤褐色に染めた。

面白いことに、この亜熟帯hI『物は著者の白宅である名古屋の上地て牛き続け、鋭く

て固い棘の着いた蔓を逗わせて家人に邪魔者扱いされている。この研究に使った切り

くすを埋めておいたからてあって、 17年間生き続け、今なお、たくましい。

② 植物による緑色染めの研究：第15号にて発表

植物と緑色とは切っても切れない関係にある、と思われかちたか、意外に植物の単

品を使った緑色染めは少ない。植物の緑色を構成する葉緑素は、繊維に定苅し難いた

めに利用か難しいからである。したっかって、天平の昔から行われてきたのか藍と黄

色染材による菫ね染めてあり、延喜式巻十四では藍と刈安、または藍と黄璧（きはだ）
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を使うように占かれてし＼る

その延喜式における舟の分量は「囲（かこい．） I という単位を使っているのて几葉

藍てある可能性か高t \ 冑史、乾燥した虹を建てる還元来広ては、 1:巖よりも色か称

みになるのて、鮮やかな緑色の企材としては小適買てあるし

しかし、藍の生葉を染材とするには初夏から初秋までの限られた季節 I]、]に作業か限

定される。

そこて考峯したのか、応の莱を煮煎して熱い生葉液をつくり、それを冷やしてから

冷凍保仔することて、腐敗と醗化を防き、年中使えるようにしたことてある c

飲煎をしてしヽるから、瓜策エキス中のインジカンを、インジコの前駆休てあるイン

ドキシルに変えるために必要な酵素か活性を失っているぐそこて、藍の乾燥葉を少呈

揉み加えると、乾燥茫中の失活していない酵素か働いて生岱染めか UI能になることか

わかった（）この方止によれは家庭川の冷凍）市を使って冷凍生葉液の製造か可能て、一

年中、此の生葉崇めかできる。

緑色染めに要する此の分讚は、共に必要な黄色染判よりも少なくてよいから、この

方法はまことに下＇柑と考える C

この報文ては、そうした生架藍0)冷凍固化エキスによるド染めと、黄麒による．1—ー＾掛

け、あるし刈まその逆に、刈安―ド染めや、貨璧のド染め、ランタナ色素による下染めな

とをして、牛築嵐冷凍エキスによる上掛けをした場合について、色や堅牢度について

述べたっ

また、百色染料にクサキの実を用い、黄繋色素との重ね染め、同浴染めをして緑色

を出している c このクサギの実の青色は緑色に近いターコイス色、もしくは水色をし

ているから、緑色染めの胃色としては最適て、エメラルドクリーンに近い甚だ美麗な

緑色を染めることかuJ能である。略牢度においても一般的な柏物染めと同程度の域に

あることを述べた。

③ サカティンタの葉に含まれる染料色素の研究：第18号にて発表

このサカティンタという植物は中米に自生する低木、あるいは小高木てあるか、貝

紫の研究て現地を訪れた共同研究者の寺田貰子博l： （活水女＋大学）か、その菜によっ

て青色が染まることに興味を持ち、エルサルバドルから持ち帰られて、青色染料を含

むことを確認されている。現地ても白生地の青み付けに実用されているとのことであ

るか、その色素本体か不明で、庶植物との誤認かあるようにも聞いている。いすれに

しても、青色を染める植物栄料は、壁の葉と、クサギの実しかないのて、興味を抱い
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て取り組んだ，2

たしかにその色素は砥に似た挙動を示し、例えは藍の発酵建てと同じ操竹によって

インジゴのように遠元してロイコ体化（偽無色化）し、酸化すれは九辿りり）青色色素

になる。また、この還元状態は、ハイドロサルファイトのような強い還元剤によって

も色素か破壊されずに起こり、酸化すれは復色するなど、藍色素の特徴を備えていた。

しかし、染めた色の堅牢度は低く、藍色素のそれには及はなかった。

そこで、その色素の正体を明かすため、守刊I t月 1ムが持ち帰った個体を挿し本して育

てた品種と、京都府立柏物園の好意で切り分けられた品種の挿し木によって、まず栽

培を行い、その朗に合まれる色素の化学構造を、フーリエ変換赤外分光光度叶を利用

して模索し、化学構造の解き明かしを論じた。

赤外吸収スペクトルに基づいて、サカティンタの葉に含まれる色素に関し、各種官

能韮の同定を行ったところ、結果として、サカティンタの菜に含まれる色素は藍のイ

ンジゴてはなく、アントシアニンに近い多価フェノール別の縮環構造であり、ニトリ

ル型の窒素を構造内に合んだ色素であるということまでを突き止めた。

サカティンタは中米の熱帯域に育つ植物てあるにもかかわらず、苫者の 1宇む名古屋

の軒下で、目l\ :3年目の冬を迎え、なお旺んてある。

7. むすび

著者は温故知新の志しで、古代から受け継かれてきた柏物染めの美しい色の世界を

追求し、占い技法の再現と、新しい技法の発見によって、染色工芸・染色工業界に役

立てようと努））してきたつもりであるか、今後も、枝道とも思える分野の学術・技術

もからめて、「保光」の柏呻をふまえ、公益事業の H 的を達成するために、同僚の研

究スタッフと共にたゆまなく精進を続けていきた＜息っている次第である。
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